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Lesson

5
目次・索引・柱を作る
Point● Lesson5ではSmart-exを用いた目次や索引、柱の作成方法を学びます。

組版済みのMC-Smartデータから目次や索引の作成に必要な情報を抽出し、

加工します。
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索 引

【ア】
アルコール7,18

硫黄22

大熊星13

【カ】
烏瓜4,8,9,12,14

Step1 Smart-exの概要

Step1ではSmart-exのソフトの概要や目次・索

引・柱作成の流れについて学びます。

Step3 索引の作成

Step3では索引の抽出方法と同じ項目をまとめる

索引の処理方法を学びます。

日
の
銀
河
の
説
な
の
で
す
。
そ
ん
な
ら
こ
の
レ
ン
ズ
の
大
き
さ
が
ど
れ
位
あ
る
か
ま
た
そ
の
中
の
さ
ま
ざ
ま
の
星
に
つ
い

て
は
も
う
時
間
で
す
か
ら
こ
の
次
の
理
科
の
時
間
に
お
話
し
ま
す
。
で
は
今
日
は
そ
の
銀
河
の
お
祭
な
の
で
す
か
ら
み
な

さ
ん
は
外
へ
で
て
よ
く
そ
ら
を
ご
ら
ん
な
さ
い
。
で
は
こ
こ
ま
で
で
す
。
本
や
ノ
ー
ト
を
お
し
ま
い
な
さ
い
。」

そ
し
て
教
室
中
は
し
ば
ら
く
机
の
蓋
を
あ
け
た
り
し
め
た
り
本
を
重
ね
た
り
す
る
音
が
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
ま
も
な
く

み
ん
な
は
き
ち
ん
と
立
っ
て
礼
を
す
る
と
教
室
を
出
ま
し
た
。

二
、
活
版
所

ジ
ョ
バ
ン
ニ
が
学
校
の
門
を
出
る
と
き
、
同
じ
組
の
七
八
人
は
家
へ
帰
ら
ず
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
を
ま
ん
中
に
し
て
校
庭
の

隅
の
桜
の
木
の
と
こ
ろ
に
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
こ
ん
や
の
星
祭
に
青
い
あ
か
り
を
こ
し
ら
え
て
川
へ
流
す
烏
瓜

を
取
り
に
行
く
相
談
ら
し
か
っ
た
の
で
す
。

け
れ
ど
も
ジ
ョ
バ
ン
ニ
は
手
を
大
き
く
振
っ
て
ど
し
ど
し
学
校
の
門
を
出
て
来
ま
し
た
。
す
る
と
町
の
家
々
で
は
こ
ん

や
の
銀
河
の
祭
り
に
い
ち
い
の
葉
の
玉
を
つ
る
し
た
り
ひ
の
き
の
枝
に
あ
か
り
を
つ
け
た
り
い
ろ
い
ろ
仕
度
を
し
て
い
る

の
で
し
た
。

家
へ
は
帰
ら
ず
ジ
ョ
バ
ン
ニ
が
町
を
三
つ
曲
っ
て
あ
る
大
き
な
活
版
処
に
は
い
っ
て
す
ぐ
入
口
の
計
算
台
に
居
た
だ
ぶ

だ
ぶ
の
白
い
シ
ャ
ツ
を
着
た
人
に
お
じ
ぎ
を
し
て
ジ
ョ
バ
ン
ニ
は
靴
を
ぬ
い
で
上
り
ま
す
と
、
突
き
当
り
の
大
き
な
扉
を

あ
け
ま
し
た
。
中
に
は
ま
だ
昼
な
の
に
電
燈
が
つ
い
て
た
く
さ
ん
の
輪
転
器
が
ば
た
り
ば
た
り
と
ま
わ
り
、
き
れ
で
頭
を

し
ば
っ
た
り
ラ
ム
プ
シ
ェ
ー
ド
を
か
け
た
り
し
た
人
た
ち
が
、
何
か
歌
う
よ
う
に
読
ん
だ
り
数
え
た
り
し
な
が
ら
た
く
さ

ん
働
い
て
居
り
ま
し
た
。
ジ
ョ
バ
ン
ニ
は
す
ぐ
入
口
か
ら
三
番
目
の
高
い
卓
子
に
座
っ
た
人
の
所
へ
行
っ
て
お
じ
ぎ
を
し

ま
し
た
。
そ
の
人
は
し
ば
ら
く
棚
を
さ
が
し
て
か
ら
、「
こ
れ
だ
け
拾
っ
て
行
け
る
か
ね
。」
と
云
い
な
が
ら
、
一
枚
の
紙

切
れ
を
渡
し
ま
し
た
。
ジ
ョ
バ
ン
ニ
は
そ
の
人
の
卓
子
の
足
も
と
か
ら
一
つ
の
小
さ
な
平
た
い
函
を
と
り
だ
し
て
向
う
の

電
燈
の
た
く
さ
ん
つ
い
た
、
た
て
か
け
て
あ
る
壁
の
隅
の
所
へ
し
ゃ
が
み
込
む
と
小
さ
な
ピ
ン
セ
ッ
ト
で
ま
る
で
粟
粒
ぐ

ら
い
の
活
字
を
次
か
ら
次
と
拾
い
は
じ
め
ま
し
た
。
青
い
胸
あ
て
を
し
た
人
が
ジ
ョ
バ
ン
ニ
の
う
し
ろ
を
通
り
な
が
ら
、

「
よ
う
、
虫
め
が
ね
君
、
お
早
う
。」
と
云
い
ま
す
と
、
近
く
の
四
五
人
の
人
た
ち
が
声
も
た
て
ず
こ
っ
ち
も
向
か
ず
に
冷

く
わ
ら
い
ま
し
た
。
ジ
ョ
バ
ン
ニ
は
何
べ
ん
も
眼
を
拭
い
な
が
ら
活
字
を
だ
ん
だ
ん
ひ
ろ
い
ま
し
た
。
六
時
が
う
っ
て
し

ば
ら
く
た
っ
た
こ
ろ
、
ジ
ョ
バ
ン
ニ
は
拾
っ
た
活
字
を
い
っ
ぱ
い
に
入
れ
た
平
た
い
箱
を
も
う
い
ち
ど
手
に
も
っ
た
紙
き

れ
と
引
き
合
せ
て
か
ら
、
さ
っ
き
の
卓
子
の
人
へ
持
っ
て
来
ま
し
た
。
そ
の
人
は
黙
っ
て
そ
れ
を
受
け
取
っ
て
微
か
に
う

な
ず
き
ま
し
た
。
ジ
ョ
バ
ン
ニ
は
お
じ
ぎ
を
す
る
と
扉
を
あ
け
て
さ
っ
き
の
計
算
台
の
と
こ
ろ
に
来
ま
し
た
。
す
る
と

さ
っ
き
の
白
服
を
着
た
人
が
や
っ
ぱ
り
だ
ま
っ
て
小
さ
な
銀
貨
を
一
つ
ジ
ョ
バ
ン
ニ
に
渡
し
ま
し
た
。
ジ
ョ
バ
ン
ニ
は
俄

か
に
顔
い
ろ
が
よ
く
な
っ
て
威
勢
よ
く
お
じ
ぎ
を
す
る
と
台
の
下
に
置
い
た
鞄
を
も
っ
て
お
も
て
へ
飛
び
だ
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
元
気
よ
く
口
笛
を
吹
き
な
が
ら
パ
ン
屋
へ
寄
っ
て
パ
ン
の
塊
を
一
つ
と
角
砂
糖
を
一
｜
袋
買
い
ま
す
と
一
目
散

に
走
り
だ
し
ま
し
た
。

銀河鉄道の夜～活版所～
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5

索 引

【ア】
アルコール7,18

硫黄22

大熊星13

【カ】
烏瓜4,8,9,12,14

ケンタウルス11

金剛石15,20

【サ】
星図2

【タ】
天気輪12,14,15

【マ】
マグネシヤ11

Step4 柱の作成

Step4では柱の加工処理方法を学びます。

Step2 目次の作成

Step2では目次の抽出方法と、その後の

WordReplacerでの加工方法について学びます。



Step1 Smart-exの概要

1 Smart-exとは

MC-Smartには以下のソフトが

付属しています。

・Smart-WordIn

・Smart-WordOut

・Smart-Index

・WordReplacer

・標準抽出ユーティリティ

・柱抽出ユーティリティ

・Smart-Imposer

アドバイス♪

Smart-exは、テキスト内に改段、改ページなどの組版結果を反映した情報を付加するプ

ラグインソフトウェアです。標準抽出ユーティリティ・柱抽出ユーティリティと連携して

目次・索引・柱の作成を可能にします。

上記ユーティリティでは、MC-Smartデータにあらかじめ各種タグを入れておくことで、

組版済みのMC-Smartデータから見出しや索引などの情報を抽出し、加工することがで

きます。

標準抽出ユーティリティ 柱抽出ユーティリティ

MDS-Smartには以下のソフト

が付属しています。

・MC-Smart

※上記の付属ソフトを含む

・数式オプション

数式フォント

数式エディタ

・DBカタログオプション

Smart-MXP

Smart-MJF

アドバイス♪

Smart-exテキストとは

Smart-exテキストとはMC-Smartの付属ソフトで利用できるテキスト形式です。改行

や改段などのページ情報が記されたタグ＜C POSI S＝セクション p=ノンブル1,ノン

ブル2 b=段番号＞が挿入されています。

MC-Smartの をクリックして、【エクスポート】→【Smart-exテキスト】から書き

出すことができます。

ページ情報タグ
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環境設定

Smart-exテキストのエクスポートで書き出すページ情報は、 をクリックして、【環

境設定】→【Smart-ex設定】から設定できます。

2 目次・索引・柱作成の流れ

本チュートリアルでは下図のような流れで標準抽出ユーティリティ・柱抽出ユーティリ

ティを使用して目次・索引・柱を作成します。

目次・索引・柱作成の流れ

目次・索引抽出用タグの付加

Smart-exテキストのエクスポート

【Step2 目次の作成】 p.3〜

目次の抽出

目次の加工

目次加工ファイルを
MC-Smart へ流し込
み、目次ページを生成

【Step3 索引の作成】 p.13〜

索引の抽出

索引の加工

索引加工ファイルを
MC-Smart へ流し込
み、索引ページを生成

【Step4 柱の作成】 p.26〜

柱情報の加工

柱情報付きの本文テキ
ストを MC-Smart の
本文へ再取り込み

※ソフトのアイコンはバージョンによって異なる場合がございます。

：MC-Smart

：WordReplacer

：Smart-ex 標準抽出ユーティリティ

：Smart-ex 柱抽出ユーティリティ

【使用ソフト】
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Step2 目次の作成

標準抽出ユーティリティの見出抽出機能を使って目次を作ります。見出抽出では、本文中

に指定されている見出しスタイルの文字列と、そのノンブル番号などを抽出することがで

きます。

1 Smart-exテキストをエクスポートする

ファイルを開く

1 をクリックして、【開く】を選び、【Lesson5_V3】フォルダにある『Lesson5_銀

河鉄道の夜.smd』を選択してファイルを開きます。

ファイル名

Lesson5_銀河鉄道の夜.smd

Smart-exテキストを書き出す

気をつけて!!

選択ツールの状態では Smart-

ex テキストのエクスポートは

できません。表示がグレーアウ

トします。

2 本文内にカーソルを挿入した状態で をクリックして、【エクスポート】→

【Smart-exテキスト】をクリックします。

3
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3 セクション『本文』のみ書き出すため、『扉』『目次』『索引』『奥付』のチェックを外し

ます。『本文』のセクションの をクリックし、保存場所を任意に指定し、ファイル名

を『銀河鉄道の夜_ex』、【ファイルの種類】を【プレーンテキスト】にします。

Smart-ex テキストのエクス

ポートでは、以下の2種類のテ

キストを書き出すことができま

す。

プレーンテキスト：本文エリア

のテキストのみ出力します。

構造化テキスト：本文エリア、

テキストボックス、固定表、浮

動表、線組を一括、または個別

のテキストとして出力します。

※マスターページのテキスト

ボックス、固定表、線組、柱、

ノンブルは対象外です。

アドバイス♪

クリック

ファイル名

銀河鉄道の夜_ex.txt

4 【OK】をクリックして書き出します。

5 ページ情報タグ<C POSI〜>が付加されたタグ付きテキストが出力されます。

2 標準抽出ユーティリティの起動と入力ファイルの指定

標準抽出ユーティリティの見出抽出機能を使って、書き出したMC-Smartタグ付きテキ

ストから目次に使うテキストを抽出します。

1 標準抽出ユーティリティを起動します。
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2【入力ファイル（MC-Smartタグ付きテキスト）】の【参照】をクリックし、『銀河鉄道

の夜_ex.txt』を開きます。

入力ファイルを指定すると、

チェックが入っている項目の出

力ファイル名は自動的に設定さ

れます。

（例）見出抽出の場合

入力ファイル名_見出.txt

アドバイス♪

クリック

ファイル名

銀河鉄道の夜_ex.txt

3 見出テーブルファイルの作成と実行

テーブルを作成するソフトはメ

モ帳に限らず、任意のテキスト

エディタがご利用いただけま

す。

アドバイス♪標準抽出ユーティリティの見出抽出機能では、どのスタイルの文字を抽出するかを記述し

た見出テーブルファイルを指定する必要があります。ここでは『見出し』スタイルを目次

として使用します。

見出テーブルファイルの作成

1 メモ帳を起動します。

気をつけて!!

見出抽出機能で段落スタイルを

適用した段落を抽出するには、

該当段落の冒頭に<"〜">の文字

列が明示的に書かれている必要

があります。段落スタイルの

「次の段落」「くり返し数」機能

を使って自動適用された段落に

は対応していません。

2 下図のように抽出したい見出しスタイルのタグを1行目に記述します。

テーブル内容

＜"見出し"＞¶

複数の見出しスタイルを抽出す

る場合、テーブルには改行を入

れて複数の見出しタグを記述し

ます。

（例） <"見出し">¶

<"見出し2">¶

<"見出し3">¶

※必ずテーブルの最終行の行末

にも改行を入れてください。

アドバイス♪

3 【ファイル】メニュー→【名前を付けて保存】をクリックし、ファイルを任意の場所に

『見出しテーブル.txt』という名前で保存します。

ファイル名

見出しテーブル.txt
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見出テーブルファイルの実行

4 標準抽出ユーティリティで【見出テーブルファイル】の【参照】をクリックし、『見出し

テーブル.txt』を指定します。

クリック

ファイル名

見出しテーブル.txt

5 【見出抽出】以外の項目のチェックを外します。

チェックオフ

見出抽出ファイルはTab区切り

のデータで出力され、各列の書

式は以下のようになります。

1列目：テーブル指定順番号

2列目：見出文字

3列目：ノンブル1

4列目：ノンブル2

5列目：段番号

アドバイス♪

6 ▶をクリックして実行します。

クリック

気をつけて!!

ノンブルを3種類以上使用して

いた場合でも、書き出されるの

はノンブル番号1/2（N1/N2）

のみとなります。

7 見出抽出ファイルが作成されます。

『.bat』のファイルには標準抽

出ユーティリティの設定が保存

されています。ダブルクリック

すると設定した処理が自動で走

ります。また、標準抽出ユー

ティリティでファイルを開く場

合は【ファイル】メニュー→【開

く】からファイルを指定します。

アドバイス♪

8 【ファイル】メニュー→【名前を付けて保存】をクリックし、ファイルを任意の場所に

『見出抽出.bat』という名前で保存します。標準抽出ユーティリティはこの後も使用

しますので、起動したままにしておきます。

ファイル名 見出抽出.bat
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4 WordReplacerで出力ファイルを加工する

見出抽出ファイルをそのままMC-Smartにインポートすることもできますが、より効率

よくデータを作成するために、WordReplacerを使用してデータを加工し形成してから

流し込みます。

今回は以下のようにテキストを置換します。

WordReplacerとは、テキスト

ファイル内の複数の文字列を置

換するソフトウェアです。変換

テーブルファイルを参照し、複

数のファイルや文字列を一括で

変換処理します。

変換テーブルは下記のように表

します。

変換前【Tab】変換後¶

アドバイス♪【置換前】

1 一、午后の授業 1 3 1

1 二、活版所 4 6 1

1 三、家 6 8 1

【置換後】

一、午后の授業<FIL type=LED,"ブラック",100%>1

二、活版所<FIL type=LED,"ブラック",100%>4

三、家<FIL type=LED,"ブラック",100%>6

【MC-Smart取り込み後のイメージ】
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変換テーブルを作成する

1 メモ帳を起動します。
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2 下図のように正規表現を使って変換前の文字列を記述します。

変換テーブル例

^1￥t(.+?)￥t(.+?)￥t(.+?)￥t(.+?)

正規表現とは

正規表現とは、ある特定の文字列ではなく、文字列の一部をパターン化して

表現する手法をいいます。複数行ある文章の中から文字列を検索する際に、検

索したい文字列全てを指定するのではなく、文字列の任意の一部を置き換え可

能な状態にして検索をする場合に正規表現を用います。

例えば文章中から「第1章」「第2章」…「第9章」という章番号を検索したい

場合、1つずつ行うのではなく、正規表現を使って「第(.)章」と検索すること

で、一度の検索で全ての項目をヒットさせることができます。

正規表現例

文字列 意味

^ 先頭の
￥t タブスペース
（.+?） 1個以上の任意の文字
（.） ある1文字

WordReplacer の 置 換 条 件

指定には、Perl の正規表現

を利用できます。詳しくは

WordReplacer の ヘ ル プ メ

ニューからWordReplacer 例

題集をご参照ください。

アドバイス♪

3 続けて以下のように【Tab】キーを入力します。

変換テーブル例

^1￥t(.+?)￥t(.+?)￥t(.+?)￥t(.+?)【Tab】

変換テーブルにコマンドタグを

記述する場合、エディタからコ

ピーして貼り付けると効率よく

作成ができます。

アドバイス♪
4 続けて下図のように変換後の文字列を入力します。フィルルーチンはMC-Smartのエ

ディタで入力したものを【Ctrl+C】でコピーし、【Ctrl+V】でペーストします。

コピー

MC-Smartで入力したコマンド
タグをコピー＆ペースト
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変換テーブル例

^1￥t(.+?)￥t(.+?)￥t(.+?)￥t(.+?)【Tab】

$1<FIL type=LED,"ブラック",100%>$2¶

正規表現例

文字列 意味

＄n（※n=1〜9） （ ）間の一括りの変換前のデータを一つの$nとする

（例） 「第1章」「第2章」などの章番号を検索し、
コマンドを付加する場合

変換テーブル

第(.)章【Tab】<J size=8Q>第$1章<￥/J>

置換前

第1章 午后の授業

第2章 活版所

置換後

<J size=8Q>第1章</J> 午后の授業

<J size=8Q>第2章</J> 活版所

置換テーブルの作成の際に、変

換後の文字列に含まれる「￥」

「/」「$」「@」を文字として扱う

場合、文字の前に半角の￥を付

けます。

アドバイス♪

5 【ファイル】メニュー→【名前を付けて保存】をクリックし、ファイルを任意の場所に

『変換テーブル_目次加工.txt』という名前で保存します。

変換テーブルは『Lesson5』

フォルダ内の『テーブル』フォ

ルダにもご用意していますの

で、必要に応じてご参照くださ

い。

『変換テーブル_目次加工.txt』

アドバイス♪ファイル名

変換テーブル_目次加工.txt

WordReplacerを実行する

6 WordReplacerを起動します。
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7【入力ファイル】の【参照】をクリックし、『銀河鉄道の夜_ex_見出.txt』を指定します。

入力ファイルを指定すると、出

力ファイル名は自動的に設定さ

れます。

（例）

入力ファイル名_変換後.txt

必要に応じて任意の名称に変更

することも可能です。

アドバイス♪ファイル名

銀河鉄道の夜_ex_見出.txt

クリック

8【変換テーブルリスト】の【追加】をクリックし、『変換テーブル_目次加工.txt』を指定

します。

WordReplacer の変換テーブ

ルは複数指定することができま

す。また、チェックのON/OFF

で指定したテーブルを使用する

/しないを選択できます。

アドバイス♪

クリック

ファイル名

変換テーブル_目次加工.txt

9 ▶をクリックして実行します。

クリック

10【ファイル】メニュー→『名前をつけて保存』をクリックし、ファイルを任意の場所に

『目次加工.wr3』という名前で保存します。WordReplacerはこの後も使用しますの

で、起動したままにしておきます。
拡張子「.wr3」はWordReplacer

の設定ファイルです。ダブルク

リックするとWordReplacer

が起動します。

アドバイス♪

ファイル名 目次加工.wr3
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5 加工済みテキストをインポートする

WordReplacerで加工したテキストを、MC-Smartに流し込みます。

1『Lesson5_銀河鉄道の夜.smd』を開き、ステータスバーから『目次』を選択し、目次

セクションに移動します。

2 『目次』という見出しの次行にカーソルを置いた状態で をクリックして、【イン

ポート】→【テキスト】をクリックします。

3 ファイル名に『銀河鉄道の夜_ex_見出_変換後.txt』を指定し、【タグ付きANSIテキス

ト】を選択して【開く】をクリックします。

気をつけて!!

ANSI テキスト、Unicodeテキ

ストを選択すると、テキスト

ファイルの中のタグの記述がコ

マンドではなくテキスト扱いで

インポートされます。

ファイル名

銀河鉄道の夜_ex_見出_変換後.txt
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4 目次テキストが流し込まれます。
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6 ページの体裁を整える

1 下図のように目次テキストに段落スタイルを適用したり、縦中横の処理を行い、目次

ページを完成させます。
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通常スタイル

インデント上 2ji インデント下 10ji

縦中横

2 をクリックして【名前を付けて保存】をクリックし、【Lesson5_V3】フォルダに

『Lesson5_銀河鉄道の夜_目次.smd』という名前でファイルを保存します。
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Step3 索引の作成

標準抽出ユーティリティの索引・目次・柱抽出機能を使用するには、入力ファイル内に専

用のタグが挿入されている必要があります。このタグは組版データであるMC-Smartの

データにあらかじめ挿入しておきます。

気をつけて!!

WordReplacer で索引タグを

付加する変換を行う際は【エク

スポート】→【テキスト】で書き

出したプレーンテキストを使用

してください。ex 書き出しし

たテキストはページ情報タグが

入るため、正しく変換できない

恐れがあります。

索引抽出タグ：<C IDXn "読み">〜<C /IDXn> ※nは1∼9の数字

索引タグは手作業で入力することもできますが、数が多い場合はテキストによるリストを

作成し、WordReplacerを使用して一括でタグ付けを行うと便利です。本チュートリア

ルではリストを作成して処理します。

1 プレーンテキストの書き出し

WordReplacerで処理を行うために、まずページ情報タグの入らないプレーンテキスト

の書き出しを行います。

1 『Lesson5_銀河鉄道の夜.smd』を開き、本文ページにカーソルを置いた状態で

をクリックして、【エクスポート】→【テキスト】をクリックします。

気をつけて!!

選択ツールの状態ではテキスト

のエクスポートはできません。

表示がグレーアウトします。

テキストエクスポートの際、出

力オプションで書き出すタグの

種類を設定できます。

アドバイス♪

2 ファイル名を『銀河鉄道の夜』として【保存】をクリックします。

ファイル名

銀河鉄道の夜.txt

2 WordReplacerの実行

MC-Smartには索引作成の専用

ソフトの Smart-Indexが付属

しています。このソフトでは索

引タグを自動的に付加したり、

索引の並び替えやノンブルのま

とめ処理などを簡単に行うこと

ができます。また、索引の同上

処理など複雑な設定が可能で

す。

アドバイス♪

MC-Smartから書き出したプレーンテキストにWordReplacerを利用して索引タグを付

加します。ここでは下図のようにテキストを置換させます。

【置換前】

〜と云いながら、自分で星図を指しました。〜

【置換後】

〜と云いながら、自分で<C IDX1 "せいす">星図<C /IDX1>を指しました。〜
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1 WordReplacerの【ファイル】メニュー→【新規作成】をクリックします。

2 【入力ファイル】の【参照】をクリックし、『銀河鉄道の夜.txt』を指定します。

クリック

ファイル名

銀河鉄道の夜.txt

3 変換テーブルはすでに用意しているものを使用します。【変換テーブルリスト】の【追

加】をクリックし、『Lesson5_V3』フォルダ内の『テーブル』フォルダにある『変換

テーブル_索引タグ.txt』を指定します。

クリック

ファイル名

変換テーブル_索引タグ.txt

『変換テーブル_索引タグ』の内容

星図 【Tab】<C IDX1 "せいす">星図<C ￥/IDX1>

烏瓜 【Tab】<C IDX1 "からすうり">烏瓜<C ￥/IDX1>

ケンタウルス 【Tab】<C IDX1 "けんたうるす">ケンタウルス<C￥/IDX1>

マグネシヤ 【Tab】<C IDX1 "まくねしや">マグネシヤ<C ￥/IDX1>

大熊星 【Tab】<C IDX1 "おおくまほし">大熊星<C ￥/IDX1>

天気輪 【Tab】<C IDX1 "てんきりん">天気輪<C ￥/IDX1>

硫黄 【Tab】<C IDX1 "いおう">硫黄<C ￥/IDX1>

アルビレオ 【Tab】<C IDX1 "あるひれお">アルビレオ<C ￥/IDX1>

金剛石 【Tab】<C IDX1 "こんこうせき">金剛石<C ￥/IDX1>

アルコール 【Tab】<C IDX1 "あるこーる">アルコール<C ￥/IDX1>

気をつけて!!

誤った索引タグでは正しく索引

情報が抽出されません。

<C IDXn "読み">
「C」と「I」、「n」と「"」の間に

は半角スペースが必要です。
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4 ▶をクリックして実行します。

クリック

索引タグが付
加されました

5 【ファイル】メニュー→【名前をつけて保存】をクリックし、ファイルを任意の場所に

『索引タグ付加.wr3』という名前で保存します。

ファイル名 索引タグ付加.wr3

3 索引タグ付きテキストのインポート

すでにある本文テキストを削除し、索引タグが付加されたテキストファイルをMC-

Smartに流し込みます。

1 『Lesson5_銀河鉄道の夜_目次.smd』を開き、エディタを起動します。
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2 本文セクションにカーソルを置き、【Ctrl + A】で本文テキストを全て選択し、

【Delete】キーを押してテキストを削除します。

Ctrl+A Delete

3 エディタにカーソルを挿入した状態で をクリックして、【インポート】→【テキス

ト】をクリックします。

4『銀河鉄道の夜_変換後.txt』を選択し、【タグ付きANSIテキスト】を選択して【開く】

をクリックします。

ファイル名 銀河鉄道の夜_変換後.txt

<C〜>のタグはコメントタグ

です。コメントタグはドキュメ

ント画面上では表示されず、組

版結果への影響は生じません。

また応用として、コメントタグ

の中に任意のコメント文を入れ

ることができます。

（例） <C 組替え挿入>

アドバイス♪

5 テキストが流し込まれました。エディタで、索引タグが正常に挿入されていることを

確認します。
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4 Smart-exテキストの書き出し

1 本文内にカーソルを挿入した状態で をクリックして、【エクスポート】→

【Smart-exテキスト】をクリックします。

2 セクション『本文』のみ書き出すため、『扉』『目次』『索引』『奥付』のチェックを外し

ます。『本文』のセクションの をクリックし、Step2でエクスポートした『銀河鉄道

の夜_ex』を参照して上書きします。【ファイルの種類】は【プレーンテキスト】にしま

す。

クリック

ファイル名

銀河鉄道の夜_ex.txt

3 【OK】をクリックして書き出します。

5 索引抽出の実行

1 標準抽出ユーティリティの【ファイル】メニュー→【新規作成】をクリックします。

2【入力ファイル（MC-Smartタグ付きテキスト）】の【参照】をクリックし、『銀河鉄道

の夜_ex.txt』を開きます。

クリック

ファイル名

銀河鉄道の夜_ex.txt
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3 索引抽出以外の項目のチェックを全て外します。

チェックオフ

4 ▶をクリックして実行します。

索引抽出ファイルの書式は以下

のようになります。

1列目：索引番号

（索引抽出タグ『n』の番号）

2列目：索引文字列

3列目：よみ情報（ソート情報）

4列目：ノンブル1

5列目：ノンブル2

6列目：段数

アドバイス♪
クリック

5 【ファイル】メニュー→【名前を付けて保存】をクリックし、ファイルを任意の場所に

『索引抽出.bat』という名前で保存します。

気をつけて!!

ノンブルを3種類以上使用して

いた場合でも、書き出されるの

はノンブル番号1/2（N1/N2）

のみとなります。

ファイル名 索引抽出.bat
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6 索引テキストの再加工

索引抽出を実行すると、同じ索引項目も一つずつページ順に抽出されます。標準抽出ユー

ティリティではこれらの項目についてノンブルのまとめ処理を行うことができますが、そ

の前に外部のソフトウェアを使って順序の並び替えを行う必要があります。本チュートリ

アルではMicrosoft Excelを利用した並び替えを行います。

Excelファイルを開く

1 PC内にインストールされているExcelを起動します。

※本チュートリアルではExcel2010を使用して説明しています。

2 【ファイル】タブ→【開く】をクリックし、【ファイルの種類】を【テキストファイル】

にして『銀河鉄道の夜_ex_索引.txt』を選択します。このとき、【テキストファイル

ウィザード】が出てきた場合は、以下のように設定します。

OSやアプリケーションのバー

ジョンによってExcelの起動方

法や機能・動作は異なります。

詳しくはお使いのExcelに付属

しているヘルプなどをご参照く

ださい。

アドバイス♪

クリック

クリック

クリック

元のデータの形式

カンマやタブ形式などの区

切り文字によってフィール

ドごとに区切られたデータ

区切り文字

タブ

区切り文字

G/標準

19

Step3 索引の作成



3 ファイルが開きます。

ソートを行う

4 ソートの基準とする3列目を選択します。

5【ホーム】タブ→【編集】→【並べ替えとフィルタ】→【昇順】をクリックします。【並

べ替えの前に】というメッセージが出てきますので、【選択範囲を拡張する】にチェッ

クを入れて【並べ替え】をクリックします。

クリック

6 データが3列目を基準にしてソートされました。上書き保存をしておきます。
『Lesson5』フォルダにソート済

みのテキストファイルをご用意

しています。ソートを行うソフ

トをお持ちでない場合はご利用

ください。

ファイル名

『銀河鉄道の夜_ex_索引ソート

済み.txt』

アドバイス♪
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索引の再加工を行う

7 【標準抽出ユーティリティ】を起動し、【索引の再加工】タブを開きます。

8【入力ファイル】の【参照】をクリックし、『銀河鉄道の夜_ex_索引.txt』を指定します。

入力ファイルを指定すると、出

力ファイル名は自動的に設定さ

れます。

（例）

入力ファイル名_再索引後.txt

アドバイス♪

クリック

ファイル名

銀河鉄道の夜_ex_索引.txt

9 ▶をクリックして実行します。

10 同じ索引項目がまとめられました。

11【ファイル】メニュー→【上書き保存】をクリックし、『索引抽出.bat』にデータを上

書き保存しておきます。

12 標準抽出ユーティリティを終了します。
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7 WordReplacerで出力ファイルを加工する

索引ファイルをそのままMC-Smartにインポートすることもできますが、より効率よく

データを作成するために、WordReplacerを使用してデータを加工し形成してから流し

込みます。今回は下図のようにテキストを置換させます。

【置換前】

1 アルコール あるこーる 7,18

1 硫黄 いおう 22

1 大熊星 おおくまほし 13

【置換後】

アルコール<FIL type=LED,"ブラック",100%>7,18

硫黄<FIL type=LED,"ブラック",100%>22

大熊星<FIL type=LED,"ブラック",100%>13

【MC-Smart取り込み後のイメージ】

アルコール7,18

硫黄22

大熊星13

烏瓜4,8,9,12,14

ケンタウルス11

金剛石15,20

星図2

天気輪12,14,15

マグネシヤ11

WordReplacerを実行する

1 【WordReplacer】の【ファイル】メニュー→【新規作成】をクリックします。

2 【入力ファイル】の【参照】をクリックして、『銀河鉄道の夜_ex_索引_再索引後.txt』

を指定します。

ファイル名

銀河鉄道の夜_ex_索引_再索引後.txt

クリック
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3 変換テーブルはすでに用意しているものを使用します。【変換テーブルリスト】の【追

加】をクリックし、『Lesson5』フォルダ内の『テーブル』フォルダにある『変換テー

ブル_索引加工.txt』を指定します。

クリック

ファイル名

変換テーブル_索引加工.txt

『変換テーブル_索引加工』の内容

^1￥t(.+?)￥t(.+?)￥t(.+?)【Tab】$1<FIL type=LED,"ブラック",100%>$3¶

4 ▶をクリックして実行します。

クリック

5 【ファイル】メニュー→【名前をつけて保存】をクリックし、ファイルを任意の場所に

『索引加工.wr3』という名前で保存します。

ファイル名 索引加工.wr3

6 WordReplacerを終了します。
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8 加工済みテキストをインポートする

WordReplacerで加工したテキストを、MC-Smartのデータに流し込みます。

1『Lesson5_銀河鉄道の夜_目次.smd』を開き、ステータスバーから『索引』を選択し、

索引セクションに移動します。

2 『索引』という見出しの次行にカーソルを置いた状態で をクリックして、【イン

ポート】→【テキスト】をクリックします。

3 ファイル名に『銀河鉄道の夜_ex_索引_再索引後_変換後.txt』を指定し、【タグ付き

ANSIテキスト】を選択し、【開く】をクリックします。

ファイル名

銀河鉄道の夜_ex_索引_再索引後_変換後.txt

4 索引テキストが流し込まれます。

アルコール7,18

硫黄22

大熊星13

烏瓜4,8,9,12,14

ケンタウルス11

金剛石15,20

星図2

天気輪12,14,15

マグネシヤ11
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9 ページの体裁を整える

1 下図のように頭文字の見出しを作成し、索引ページを完成させます。

索 引

【ア】
アルコール7,18

硫黄22

大熊星13

【カ】
烏瓜4,8,9,12,14

ケンタウルス11

金剛石15,20

【サ】
星図2

【タ】
天気輪12,14,15

【マ】
マグネシヤ11

種類 通常

文字属性

書体 A-OTF UD新ゴPro M

サイズ 16Q

別売のDBカタログオプション

に付属の「Smart-MXP」を使用

すると、ソート・ノンブルのま

とめ・組版タグの付加・タイト

ルや見出しの生成などの処理に

まとめて対応できます。

アドバイス♪

2 をクリックして【名前を付けて保存】をクリックし、【Lesson5_V3】フォルダに

『Lesson5_銀河鉄道の夜_目次・索引.smd』という名前でファイルを保存します。
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Step4 柱の作成

MC-Smartで柱を表示させる場合、チュートリアルLesson2のように見出しスタイルを

適用した文字を柱とする設定を行うこともできますが、ページごとに任意の文字を柱にし

たい場合、柱コマンドを使用します。

柱コマンドタグ：<HSRn>〜</HSRn> ※nは1∼20の数字

自動で柱を作成するには、標準抽出ユーティリティの柱抽出機能もしくは柱の作成に特化

した柱抽出ユーティリティを使用します。柱抽出ユーティリティでは、偶数ページと奇数

ページで異なる設定を行うなど、より詳細な設定を行うことができます。

本チュートリアルでは柱抽出ユーティリティを使用し、下図のようにMC-Smartから書

き出したタグ付きテキストから見出しの文字を抽出し、柱コマンドを付加する設定を行い

ます。

見出しのテキストを抽出

抽出したテキストを加工
し、柱コマンド付加した上
でページの最後に挿入

1 柱抽出ユーティリティの設定

柱抽出ユーティリティの設定

1 柱抽出ユーティリティを起動します。
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2【入力ファイル（MC-Smartタグ付きテキスト）】の【参照】をクリックし、『銀河鉄道

の夜_ex.txt』を開きます。

柱抽出ユーティリティでは、柱

として使用したいテキストの条

件を指定して抜き出し、その文

字に柱コマンドやテキストを付

加したり、WordReplacerの変

換テーブルを加えて処理するこ

とができます。

アドバイス♪

ファイル名 銀河鉄道の夜_ex.txt

クリック

3 柱抽出ユーティリティを下図のように設定します。

柱抽出ユーティリティでは、以

下のような体裁も可能です。

■本文ドキュメント例

柱抽出実行

抽出対象：単ページ

偶数ページを奇数ページと同

じ設定にする

抽出した全ての柱（抽出順）

最初/最後に抽出した柱（1つ）

最初と最後に抽出した柱（2つ）

抽出対象：見開きページ

最初と最後に抽出した柱(2つ）

アドバイス♪

■見出A

■見出B

■見出C

■見出D

■見出E

見出A,見出B,見出C

見出A

見出A〜見出C

見出A〜見出E

抽出対象 単ページ

柱挿入ページ 全ページ

偶数ページを奇数ページと同じ設定にする

柱として抽出する文字(柱文字)

行頭が<"見出し">で始まる行の 、 と $ の間の全ての文字

使用する柱文字 最後に抽出した柱(1つ)

柱文字の前後に入れる文字列

<HSR1>銀河鉄道の夜〜【柱文字】〜</HSR1>

『$』は『行末の』という意味の

正規表現です。

アドバイス♪
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4 ▶をクリックして実行します。

同じページ内で柱の指定が複数

出てきた場合、後で出てきた指

定が有効になります。

アドバイス♪クリック

各ページの終わりに柱コマ
ンド・柱文字が入ります。

5 柱抽出ユーティリティの【ファイル】メニュー→【名前をつけて保存】をクリックし、

ファイルを任意の場所に『柱加工.hsr』という名前で保存します。

ファイル名 柱加工.hsr

6 柱抽出ユーティリティを終了します。

1 柱テキストのインポート

柱処理後のテキストファイルをMC-Smartに流し込みます。

1 『銀河鉄道の夜_目次・索引.smd』を開き、エディタを起動します。

2 本文セクションにカーソルを置き、【Ctrl +A】で本文テキストを全て選択し、【Delete】

キーをクリックしてテキストを削除します。

Ctrl+A Delete
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3 エディタにカーソルを挿入した状態で をクリックして、【インポート】→【テキス

ト】をクリックします。

4『銀河鉄道の夜_ex_変換後.txt』を選択し、【タグ付きANSIテキスト】を選択して【開

く】をクリックします。

ファイル名

銀河鉄道の夜_ex_変換後.txt

5 柱の付いた本文テキストが流し込まれます。
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七
、
北
十
字
と
プ
リ
オ
シ
ン
海
岸
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八
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を
捕
る
人
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一
、
午
后
の
授
業

「
で
は
み
な
さ
ん
は
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
川
だ
と
云
わ
れ
た
り
、
乳
の
流
れ
た
あ
と
だ
と
云
わ
れ
た
り
し
て
い
た
こ
の

ぼ
ん
や
り
と
白
い
も
の
が
ほ
ん
と
う
は
何
か
ご
承
知
で
す
か
。」
先
生
は
、
黒
板
に
吊
し
た
大
き
な
黒
い
星
座
の
図
の
、
上

か
ら
下
へ
白
く
け
ぶ
っ
た
銀ぎ

ん

河が

帯た
い

天
の
川
。
地
球
上
か
ら
見
た
と
き
の
銀
河
系
。
天
漢
。
銀
漢
。
の
よ
う
な
と
こ
ろ
を
指

し
な
が
ら
、
み
ん
な
に
問
を
か
け
ま
し
た
。

カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
が
手
を
あ
げ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
45
人
手
を
あ
げ
ま
し
た
。
ジ
ョ
バ
ン
ニ
も
手
を
あ
げ
よ
う
と
し
て
、

急
い
で
そ
の
ま
ま
や
め
ま
し
た
。
た
し
か
に
あ
れ
が
み
ん
な
星
だ
と
、
昨
日

き
の
う

、
雑
誌
で
読
ん
だ
の
で
し
た
が
、
こ
の
ご
ろ

は
ジ
ョ
バ
ン
ニ
は
ま
る
で
毎
日
教
室
で
も
ね
む
く
、
本
を
読
む
ひ
ま
も
読
む
本
も
な
い
の
で
、
な
ん
だ
か
ど
ん
な
こ
と
も

よ
く
わ
か
ら
な
い
と
い
う
気
持
ち
が
す
る
の
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
先
生
は
早
く
も
そ
れ
を
見
附
け
た
の
で
し
た
。

「
ジ
ョ
バ
ン
ニ
さ
ん
。
あ
な
た
は
わ
か
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。」

ジ
ョ
バ
ン
ニ
は
勢
よ
く
立
ち
あ
が
り
ま
し
た
が
、
立
っ
て
見
る
と
も
う
は
っ
き
り
と
そ
れ
を
答
え
る
こ
と
が
で
き
な
い

の
で
し
た
。
ザ
ネ
リ
が
前
の
席
か
ら
ふ
り
か
え
っ
て
、
ジ
ョ
バ
ン
ニ
を
見
て
く
す
っ
と
わ
ら
い
ま
し
た
。
ジ
ョ
バ
ン
ニ
は

も
う
ど
ぎ
ま
ぎ
し
て
ま
っ
赤
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
先
生
が
ま
た
云
い
ま
し
た
。

「
大
き
な
望
遠
鏡
で
銀
河
を
よ
っ
く
調
べ
る
と
銀
河
は
大
体
何
で
し
ょ
う
。」

銀河鉄道の夜～午后の授業～

1

6 をクリックして【名前を付けて保存】をクリックし、【Lesson5_V3】フォルダに

『Lesson5_銀河鉄道の夜_完成.smd』という名前でファイルを保存します。

以上で目次・索引・柱は完成です。

29

Step4 柱の作成
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